


大阪市交通バリアフリー基本構想　大正地区　バリアフリー情報

令和５年（2023年）３月時点の、大正地区バリアフリーマップに掲載している次の情報についてテキスト化しています。
１．地区の概要
（１）重点整備地区の範囲
（２）鉄道路線及び主要な施設
（３）主要な経路
２．エレベーター等により階段なしで利用可能な、バリアフリートイレの情報
（１）施設名称、階数及びトイレ設備

１．地区の概要
（１）重点整備地区の範囲
JR　大阪環状線、大阪メトロ　長堀鶴見緑地線の大正駅を中心とした、概ね500メートル圏で、高齢者・障がい者等を含めた多数の人が利用する施設を含む、面積約59ヘクタールの区域です。

（２）鉄道路線及び主要な施設
東西方向のJR　大阪環状線、南北方向の大阪メトロ　長堀鶴見緑地線を挟んで、京セラドーム大阪の運動施設が立地しているほか、その他の郵便局や医療施設などが立地しています。

（３）主要な経路
主要な施設と各駅を結ぶ経路や、隣接する重点整備地区との連続性を確保する経路等の４つの路線や乗り換え経路が、主要な経路として位置付けられています。

２．エレベーター等により階段なしで利用可能な、バリアフリートイレの情報（施設名称、階数及びトイレ設備）
（１）大阪メトロ　長堀鶴見緑地線　大正駅　改札内
地下２階　オストメイト及びベビーシート
ベビーキープは、地下２階の一般トイレに設置されています。
（２）JR　大正駅　改札内
１階　オストメイト、ベビーキープ及びベビーシート
（３）京セラドーム大阪（イベントのない営業日は２階を無料開放）
２階　オストメイト、ベビーキープ及びベビーシート
（４）多根総合病院
１階
２階　オストメイト及びベビーキープ
（５）大阪メトロ　長堀鶴見緑地線　ドーム前千代崎駅　改札内
地下１階　オストメイト及びベビーシート
ベビーキープは、地下１階の一般トイレに設置されています。
（６）阪神　ドーム前駅　改札口内
地下２階　オストメイト、ベビーキープ及びベビーシート
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